
 

 

 

 

 

授
じゅ

業
ぎょう

中
ちゅう

に姿
し

勢
せい

が悪
わる

くなっている人
ひと

はいませんか？ 

悪
わる

い姿
し

勢
せい

が習
しゅう

慣
かん

になると、内
ない

蔵
ぞう

を圧
あっ

迫
ぱく

して成
せい

長
ちょう

に影
えい

響
きょう

したり、視
し

力
りょく

が低
てい

下
か

したりする原因
げんいん

につなが

ります。よい姿
し

勢
せい

は背
せ

筋
すじ

の伸
の

びた状
じょう

態
たい

ですが、背
せ

筋
すじ

を伸
の

ばすためには、腹
ふっ

筋
きん

や背
はい

筋
きん

が強
つよ

くなくては体
からだ

を

支
ささ

えることができません。腹
ふっ

筋
きん

や背
はい

筋
きん

を運
うん

動
どう

や遊
あそ

びの中
なか

できたえて、いつでもよい姿
し

勢
せい

でいられるよう

にしましょう。 

 

 

 

よい姿
し

勢
せい

は グー・チョキ・パー 
 

グー：机
つくえ

とイスの間
あいだ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

机
つくえ

やイスにもたれずに、グー１

個
こ

分
ぶん

ほどの間
あいだ

をあけてすわり

ます。 

 

 

 

 

チョキ：すわる位置
い ち

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

うでを直
ちょっ

角
かく

に曲
ま

げて指
ゆび

をチョ

キにしたときに、机
つくえ

をはさめる

高
たか

さがよいです。 

 

パー：目
め

の高
たか

さ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノートや本
ほん

から目
め

までの距
きょ

離
り

は、パー２個
こ

分
ぶん

がちょうど良
よ

い

高
たか

さです。 
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校 長   関 川   健 

養護教諭 山村 佳奈子 

５月
がつ

の保
ほ

健
けん

目
もく

標
ひょう

 姿
し

勢
せ い

を正
た だ

しくしよう 

内
ない

科
か

検
けん

診
しん

で調
しら

べている  『側
そく

わん症
しょう

』ってなんだろう？ 
 

 側
そく

わん症
しょう

とは、背
せ

骨
ぼね

が横
よこ

方
ほう

向
こう

に曲
ま

がってしまう病
びょう

気
き

です。小
しょう

学
がっ

校
こう

高
こう

学
がく

年
ねん

から中
ちゅう

学
がっ

校
こう

にかけて発
はっ

症
しょう

することが多
おお

いので、高
こう

学
がく

年
ねん

の人
ひと

は、内
な い

科
か

検
け ん

診
し ん

のと

きに手
て

を合
あ

わせておじぎの姿勢
し せ い

をして背
せ

骨
ぼね

の様
よう

子
す

を校
こう

医
い

の先
せん

生
せい

に診
み

ていただ

いています。側
そく

わん症
しょう

は早
はや

く発
はっ

見
けん

して適
てき

切
せつ

な治
ち

療
りょう

を受
う

けることがとても大
たい

切
せつ

で、それが重
じゅう

症
しょう

化
か

を防
ふせ

ぐことにつながります。 

 ときどきおうちの人
ひと

にチェックしてもらいましょう。 

  ◎左
さ

右
ゆう

両
りょう

肩
かた

の高
たか

さに差
さ

があるかどうか 

  ◎左
さ

右
ゆう

肩
けん

甲
こう

骨
こつ

の高
たか

さに差
さ

があるかどうか 

  ◎左
さ

右
ゆう

の脇
りょう

線
せん

部
ぶ

分
ぶん

の曲
ま

がり方
かた

や形
かたち

に差
さ

があるかどうか 

  ◎前
ぜん

屈
くつ

した時
とき

に、背
せ

骨
ぼね

の高
たか

さが左
さ

右
ゆう

同
おな

じかどうか 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        保護者の皆様へ 

受診報告書について  

健康診断後の受診のおすすめは、疑わしい疾病がある場合や治療の必要な場合のみ、お知らせ用紙を

お渡しいたします。健康診断結果は、６月～７月上旬頃までに全員のお子さんに配付します。 

治療が済みましたら、お知らせ用紙下部の「受診報告書」を切り取って、担任までご提出ください。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

本校の感染症情報です 

４月・５月に秋の陽小で発生した感染症は、「溶連菌感染症」「水痘(みずぼうそう)」「感染性胃腸炎」

です。その中でも、「感染性胃腸炎」は流行中ということはありませんが、切れ目なく感染症にかかるお

子さんが出ている状況です。体調が悪いときは無理をさせず、受診をお願いします。また、感染症にか

かった場合は担任までお知らせください。 

年度当初の４月～５月は、緊張や気候の変化等から子供たちはとても疲れやすくなります。ご家庭で

は、ゆっくり休養できるよう生活リズムを整えて、朝の健康観察などご配慮をお願いいたします。 

 

 

病気によっては、治療が済まないとプールに入れない場合があります。 

特に、眼科検診や耳鼻科検診、内科検診で治療が必要となった場合は、治療が済まないとプー

ルに入れません。水泳に間に合うよう早めの治療をお願いいたします。感染する病気でなくても、

病状の悪化を防ぐために、治療を済ませてからプールでの学習に参加させますようお願いいたし

ます。                  (水泳指導の開始は６月１８日（月）の予定です。) 

これから汗
あせ

をたく

さんかく季
き

節
せつ

にな

りますので、毎
まい

日
にち

清
せい

潔
けつ

に過
す

ごせるよう、

気
き

をつけたいです

ね。 

 

汗
あせ

ふきタオル
た お る

も 

忘
わす

れずに！！ 


